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灵感商法欺诈 

大家知道灵感商法欺诈这种行骗手

段吗？灵感商法欺诈（也被叫做灵视商

法或是开运商法行骗）是利用人们的不

安心理和信仰心，先说什么“有祖先的

鬼魂作祟”、“家人会遭遇大的不幸”、

“会受大伤”等等的话煽动人的恐怖

心，然后再说“把这个戴在身上就没事

了”，接着强行推销高价商品（图章、坛

坛罐罐、念珠等等）的一种行骗方式。

另外，还有说什么要“为祖先祭祀・除

灵” 而骗取钱财，或是新兴宗教以及恶

劣的占卜者强行推销作装饰的宝石（像

多层佛塔之类的东西）之类的行骗手

法。贩卖价格多是高价，恶劣时也有价

格高到数百万的。 

那么，这种灵感商法欺诈是以什么样

的方式进行行骗的呢？我们在日常生活

中会遇到各种各样的困难，其中也会有怎

么也无法顺利解决、结果很糟糕，与预想

的完全不同的事吧？在这种情况下，灵感

商法欺诈就会趁着人们精神状态低落消

沉的间隙进行行骗。 

先说什么“正在学看手相，让我看看

你的手相吧”，而趁机接近，或是直接到家

里拜访，说“想看看图章”，接着用花言巧

语让人说出自己的烦恼，之后再说“这些

不顺是因为祖先的鬼魂在作祟”、“是被什

么东西附体了”等等煽动人的不安心理。 

本来，冷静下来想一想，不顺利是不

是因为祖先的鬼魂在作祟，还是被什么东

西附体了，其中的因果关系也不能想法证

实，也应该会意识到“这是不可能的”。但

 

霊
れい

感
かん

商
しょう

法
ほう

詐
さ

欺
ぎ

 

みなさんは霊感商法詐欺という詐欺の手
て

口
ぐち

をご存
ぞん

知
じ

でしょうか。霊感商法詐欺（霊
れい

視
し

商法や開
かい

運
うん

商法とも呼
よ

ばれます）は人
ひと

の

不
ふ

安
あん

や信
しん

仰
こう

心
しん

に付
つ

け込
こ

み、｢先
せん

祖
ぞ

のたたり

がある｣、｢家
か

族
ぞく

に不
ふ

幸
こう

が襲
おそ

いかかる｣、｢大
おお

怪
け

我
が

をする｣

などと言
い

って 恐
きょう

怖
ふ

心
しん

をあおります。そして｢これを身
み

に付
つ

ければ大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

｣と言って、高
こう

額
がく

の 商
しょう

品
ひん

（印
いん

鑑
かん

、

壷
つぼ

、数
じゅ

珠
ず

など）を売
う

りつける詐欺です。また、｢先祖供
く

養
よう

・除
じょ

霊
れい

をします｣と言ってお金
かね

を騙
だま

し取
と

ったり、新
しん

興
こう

宗
しゅう

教
きょう

や悪
あく

質
しつ

な 占
うらな

い師
し

が装
そう

飾
しょく

された宝
ほう

石
せき

（多
た

宝
ほう

塔
とう

のようなもの）を売りつけたりという手口もあり

ます。販
はん

売
ばい

価
か

格
かく

は高額なものが多
おお

く、ひどい場
ば

合
あい

には

何
なん

百
びゃく

万
まん

円
えん

にも及
およ

ぶことがあります。 

 ではこの霊感商法詐欺はどのような 形
かたち

で 行
おこな

われる

のでしょうか。私
わたし

たちは生
せい

活
かつ

の中
なか

でさまざまな困
こん

難
なん

にぶつかります。なかなかうまくいかなかったり、予
よ

想
そう

に反
はん

して悪
わる

い結
けっ

果
か

になったりすることもあるでしょ

う。そのような 状
じょう

態
たい

で、精
せい

神
しん

的
てき

に落
お

ち込
こ

んでいる間
かん

隙
げき

を狙
ねら

ってこの霊感商法詐欺は行われます。 

 まず、｢手
て

相
そう

を勉
べん

強
きょう

しているので見
み

せてください｣

と言って近
ちか

づいてきたり、直
ちょく

接
せつ

自
じ

宅
たく

に訪
ほう

問
もん

して｢印
いん

鑑
かん

を見せてほしい｣と

言ってきたりして、人の悩
なや

みを言
こと

葉
ば

巧
たく

みに聞
き

き出
だ

します。そして、｢うまくい

かないのは先祖のたたりである｣、｢何

かに取
と

りつかれている｣などと不安を

あおります。 

本
ほん

来
らい

、冷
れい

静
せい

になって 考
かんが

えてみれば、本
ほん

当
とう

にうまく

いかないのは先祖のたたりなのか、何かにとりつかれ

ているからなのか確
かく

認
にん

することはできないわけですか

ら、｢そんなのおかしい｣と思
おも

うはずです。しかし、物
もの




